
徴

税

・

徴

租

と

牧

民

官

|
|
近
代
初
期
の
江
南
を
例
と
し
た
場
合

l
l

ー~
Eコ
I司

橋

孝

助

t主

じ

め

知
府
、
知
腕
は
と
も
に
牧
民
官
、
親
民
官
、

九
月
十
九
日
、

〈
正
佐
官
論
〉

「
知
鯨
一
官
は
た
だ
七
品
で
あ
る
と
難
も
、

権
は
特
に
大
な
り
。
其
の
利
も
亦
厚
緑
に
培
す
」
ハ
傍
黙
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
)
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
劃
し
、
知
府
に
つ
い
て
は
、

同
じ
く

『申

報
』
光
緒
四
年
九
月
二
十
六
日
、
〈
論
知
府
一
官
粂
及
寧
波
事〉

に
よ
れ
ば
、
知
府
に
は
知
鯨
の
よ
う
な
「
権
は
無
」
く
、
「
其
の
任
に
磨
る
者
、

優
開
養
墓
し
、
以
て
循
例
升
調
を
待
つ
の
み
。
任
内
に
は
任
務
任
怨
の
心
を
存
す
る
と
雄
も
則
ち
同
官
は
且
つ
其
の
多
事
を
笑
う
」

の
が
現
献

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
清
園
行
政
法
』
(
一
九
一
四
年
)
で
は
、
「少
数
ノ
例
外
ヲ
除
キ
、
知
府
ハ
組
テ
州
鯨
鹿
ヲ
逼
シ
テ
其
ノ
管
内
ノ
治
務

ヲ
魚
」
し
、
「
知
府
ノ
主
タ
ル
職
掌
ハ
、

寧
ロ
下
級
官
鹿
ノ
監
督
ニ
在
ル
モ
ノ
、
如
シ
」
と
あ
っ
て
、
知
牒
こ
そ
が
「
真
正
ノ
牧
民
官
ニ
シ
テ
、

親
シ
ク
人
民
ノ
上
-
一
立
チ
テ
一
切
ノ
治
務
ニ
任
ズ
ル
ガ
故
ニ
、
地
方
ノ
利
害
休
戚
ハ
寅
-
一
懸
リ
テ
其
ノ
一

身
ニ
存
」
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い

①
 
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
陶
希
聖
の
『
清
代
州
豚
街
門
刑
事
審
創
刊
制
度
及
程
序
』

(
一
九
七
二
年
〉

に
よ
れ
ば
、
「
君
主
の
下
に
は
、

吏

・
戸

・
躍

・

兵
・
刑
・
工
の
六
部
が
あ
る
。
知
豚

(州
と
鹿
)
の
下
に
も
ま
た
吏
・
戸
・
躍
・

兵

・
刑
・
工
の
六
科
房
が
あ
」
り
、

②
 

聞
を
治
め
、
鯨
官
も
ま
た
全
擢
を
以
て
鯨
を
治
め
」
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

に
よ
れ
ば
、

父
母
官
な
ど
と
稽
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
『
申
報
』
光
緒
二
年
(
一
八
七
六
年
)

民
間
の
生
殺
を
操
り
、
通
邑
の
銭
潜
を
牧
む
。
其
の

n汐。。

「
君
主
は
全
権
を
以
て
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本
稿
で
は
、

「
君
主
」

・
専
制
支
配
の
最
末
端
に
配
置
さ
れ
、

正
七
品
と
は
い
え
正
印
官
と
し
て
、
鯨
丞

・
主
簿

・
典
吏
な
ど
の
「
佐
雑
の

③
、
、
、

さ
ら
に
か
の
幕
友
、
な
ど
を
従
え
る
知
燃
の
職
務
遂
行
の
賓
際
に
つ
い
て
、
主

官
」
、
書
吏
・

差
役
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
「
六
科
房
」
、

に
太
卒
天
国
直
後
の
江
南
に
史
料
を
求
め
て
、
初
歩
的
な
考
察
を
試
み
ん
と
す
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
江
南
は
、
地
主
制
|
|
地
主

・
佃
農
関
係
ー
ー
か
顕
著
に
護
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
地
主

・
佃
農
は
激
し
く
封
立
し
、

抗
租
闘
争
が
日
常
化
し
て
お
り
、
地
主
層
の
後
退
、
佃
曲
震
の
成
長
が
典
型
的
に
見
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
主
層
に
と
っ
て
の
危
機

的
朕
況
の
展
開
過
程
に
お
い
て
、
太
卒
天
国
後
、

と
く
に
徴
租

・
追
租
を
柱
と
し
て
地
主
層
と
地
方
官
憲
|
|
公
権
力
|
|
と
が

「
一
健
化
」

@
 

す
で
に
先
皐
諸
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
も
ま
た
こ

す
る
、
あ
る
い
は
「
癒
着
」
す
る
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
は

う
し
た
先
皐
諸
氏
の
成
果
の
う
え
に
立
つ
。

佃
農
屠
に
封
抗
し
自
ら
の
利
益
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
地
主
層
の
知

鯨
へ
の
働
き
か
け
、
言
い
換
え
れ
ば
地
主
層

・
知
豚
の
闘
係
、
の
み
で
は
な
く
、
逆
に
地
主
屠
に
封
抗
し
自
ら
の
利
盆
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
佃

農
層
の
知
照
へ
の
働
き
か
け
、
言
い
換
え
れ
ば
佃
農
・
知
鯨
の
関
係
、
を
も
検
討
し
、

だ
が
、
本
稿
で
は
、
地
方
官
憲
の
中
で
も
牧
民
官
た
る
知
鯨
に
特
定
し
、

か
く
し
て
、
地
主
・
佃
農
関
係
に
生
ず
る
諸
封
立
に
針

- 90一

し
、
知
腕
が
公
権
力
と
し
て
ど
の
よ
う
に
劃
慮
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
初
歩
的
検
討
を
加
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
知
燃
が
直
面
す
る
現
質
は
、
右
の
よ
う
に
、
地
主

・
佃
農
闘
係
の
封
立
の
激
化
の
み
で
は
な
く
、

こ
れ
を
成
立
せ
し
め
て
い
る

諸
要
件
・
諸
秩
序
の
全
般
的
な
動
揺
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

上
海
時
知
豚
が
出
し
た

〈巌
禁
郷
民
易
犯
各
候
告
示
〉
は、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
同
治
十

一
年
(
一
八
七
二
年
〉
、

「
凡
そ
好
を
作
し
、

科
を
犯
し
、
吾
、
が
民
を
害
す
る
も
の
」
と
し
て
、

次
の
六
篠

を
掲
げ
巌
禁
し
て
い
る
。

禁
捨
婿
逼
醗
並
誘
拐
婦
女

禁
捨
牛
勤
購
並
私
宰
耕
牛

禁
開
場
褒
賭
並
花
鼓
淫
戯



禁
私
鋒
小
銭
並
富
匠
富
娼

禁
数
唆
詞
訟
並
搭
撞
串
詐

禁
制
酒
滋
事
並
擾
害
善
良

鯨
と
い
う
行
政
単
位
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
知
鯨
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
⑤
 

躍
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
も
ま
た
重
要
な
職
責
な
の
で
あ
る
。

鯨
内
の
「
各
郷
鎖
」
で
生
じ
て
い
る
右
の
よ
う
な
事
態
に
針
虚
し
、
問
問
全

@
 

ま
さ
し
く
二
邑
の
安
堵
を
欲
す
れ
ば
、
必
ず
先
ず
其
の
郷
を
治
め
」
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
知
豚
に
よ
っ
て
額
現
化
さ
れ
る
公
権
力
の
諸
機
能
は
、
「
吾
が
民
を
害
す
る
も
の
」
を
取
除
き
、
「
民
を
愛
す
る

⑦
 

こ
と
子
の
如
く
、
悪
を
疾
む
こ
と
讐
の
如
」
き
立
場
に
立
っ
て
果
し
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
貼
は
、
階
級
的
基
盤
を
歴
史
設
展
と
と
も
に

雛
化
さ
せ
つ
つ
も
、
な
お
中
央
集
権
的
支
配
形
態
を
と
る
専
制
王
朝
H
園
家
の
支
配
理
念
に
立
つ
、
地
方
官
僚
の
行
政
に
臨
む
と
き
の
姿
勢
に

知
燃
に
と
っ
て
は
、
私
的
な
地
主

・
佃
農
の
樹
立
の
激
化
に
直
面
し
て
、
赤
裸
に
地
主
の
利

ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
観
黙
に
立
っ
と
き
、

樺
力
の
諸
機
能
の
質
現
が
、
客
観
的
に
地
主
層
の
利
盆
を
ど
の
よ
う
に
擁
護
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、

に
つ
い
て
検
討
し
、

逆
に
言
え
ば
佃
農
層
の
利
盆
を
ど
の
よ
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盆
を
擁
護
す
る
こ
と
は
、

い
わ
ば
後
面
に
退
ぞ
け
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
に
即
し
て
言
え
ば
、
こ
う
し
た
公

全
瞳
と
し
て
公
権
力
の
階
級
性
が
ど
の
よ
う
に

寅
現
さ
れ
る
の
か
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
検
討
し
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
右
の
よ
う
な
知
豚
の
職
務
全
般
の
も
つ
意
味
に
つ

い

を
明
ら
か
に
し

う
に
損
ね
る
こ
と
に
な
る
の
か
、

て
、
こ
れ
を
無
視
な
い
し
軽
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
に
止
め
、
別
稿
の
課
題
と
す
る
。

支
F
り
に
、

上
述
し
た
よ
う
に
知
懸
の
職
務
は
概
括
さ
れ
て

「
刑
名

・
銭
穀
(
裁
判
・
徴
税
)
」
が
最
も
重
大
で
あ
る
|
|
上
述
し
た

〈
厳
禁

郷
民
易
犯
各
候
告
示
〉
は
直
接
的
に
は

「刑
名
」
に
係
わ
る
ー
ー
と
さ
れ
る
が
、

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で

「
銭
穀
」
と
の
か

か
わ
り
し
か
検
討
し
え
な
い
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
史
料

|
l専
ら
初
期
の
『
申
書
の
記
事

l
lに
嬢
る
の
で
、

周
到
さ
に
つ
い
て
も
、
甚
だ

心
も
と
な
い
。
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さ
て
ま
ず
、
開
倉
H
徴
税
開
始
に
あ
た
っ
て
、
知
豚
の
な
す
べ
き
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

瞥
見
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
衣
の
史
料

を
見
て
み
よ
う
。

値
丁
潜
開
徴
之
期
。
州
腕
雁
的
照
江
南
側
法
。
賂
牧
銀
牧
漕
。
折
債
数
目
。
並
洋
債
毎
元
折
銭
若
干
。

告
示
千
数
百
張
。
遁
郷
分
貼
。
偉
愚
夫
愚
婦
。

銀
債
毎
南
牧
銭
若
干
。
刊
刻
簡
明

書
差
飯
食
費
。
概
由
本
官
摘
給
。

告
示
中
盤
明
。
凡
示
中
所
不
開
列
而
多
牧
者
。
即
係
書
差
需
索
。
准
百
姓
魁
箸
撃
鼓
鳴
菟
。
以
患
巌
所
。
其
刊
刻
開
徴
告
示
。
雁
通
遺
雨

院
司
道
府
査
核
。
随
時
汲
人
復
査
。
是
否
城
郷
遁
鮎
。
示
中
債
銭
数
回
輿
貫
牧
数
目
。
是
否
相
符
。

@
 

こ
れ
は
、

〈
酌
擬
江
北
鐘
漕
章
程
〉
で
あ
る
が
、
「
江
南
の
掛
法
」
に
侍
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
江
南
の
そ
れ
に
つ
い
て
援
用
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
知
鯨
は
、
開
倉
に
あ
た
っ
て
、
首
該
年
の
徴
税
の
細
目
、

「
書
差
」
に
よ
る
雑
費
の
附
加
を
一
切
認
め
な
い
こ
と
を
明
示
し
た

〈
告
示〉

を
作
成
し
、
こ
れ
を
印
刷
に
附
し
て
「
遁
郷
分
貼
」
し
て
「
百
姓
」
H
糧
戸
に
知
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

そ
の

@
 

枚
数
は
、
江
南
も
江
北
も
、
大
鯨
は
一
千
枚
、
小
豚
は
六
百
枚
を
標
準
と
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
知
燃
は
、
こ
の
〈
告
示
〉
を
知
府
よ
り
巡

一
目
了
然
。
書
差
不
能
高
下
其
手
。
其
串
票
紙
張
費
。
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撫
に
至
る
上
級
官
に
提
出
し
、
そ
の
「
査
核
(
審
査
ど
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の

〈
告
示
〉

を
受
取
っ
た
上
級
官
の
う
ち
最
上
位
に
あ
る
巡
撫
は、

各
豚
ご
と
に
「
詳
細
に
校
核
」
し
た
う
え
で
、
そ
の
内
容
を
布
政
使

「
毘
山
・
新
陽
は
清
丈
経
費
を
も
一
弁
し

た
と
え
ば
、

(
こ
の
場
合
は
蘇
州
布
政
使
)
に
封
し

「
札
筋
(
文
書
に
よ
る
命
令
ど
す
る
。

そ
の
内
容
は
、

て
列
入
す
。
青
浦
は
幣
摘
す
る
義
荘
の
銭
数
を
も

一
弁
し
て
列
入
し
、

均
し
く
向
お
細
撤
な
り
」
‘

を
ば
逐
細
開
列
し
、
淘
に
詳
備
な
り
」
、
「
長
州
・
武
準
・
金
匿

・
剃
浜
田
儒
は
、
畝
ご
と
の
科
則
の
下
に
、
た
だ
米
数
を
列
す
る
の
み
に
し
て
、

未
だ
完
納
す
べ
き
折
債
の
銭
数
、
逐
一
登
註
せ
ず
」
、
「
元
和
は
担
徴
の
総
数
、
男
に
出
示
を
行
な
う
も
、
た
え
て
畝
ご
と
の
ま
さ
に
折
す
べ
き

@
 

細
数
を
ば
、
斗
則
の
示
内
に
列
し
て
は
刊
せ
ず
。
均
し
く
周
妥
を
欠
く
」
な
ど
と
、
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

「
鎮
洋
は
、

:
:
:
ま
さ
に
完
す
べ
き
銭
数

そ
し
て
、
布
政
使
に
針
し
て
は
、



布
政
使
の
職
務
と
し
て
次
の
こ
と
を
な
せ
と
命
令
を
す
る
。

す
な
わ
ち
、
布
政
使
は
、
こ
の
「
札
筋
」
を
各
知
鯨
に
「
轄
筋
(
鱒
命
)
し
一
韓
遁
照
せ
し
め
」
、

な
ら
び
に
各
知
鯨
を
し
て
「
櫨
書

・
差
保

人
ら
」
の
舞
弊
を
「
巌
査
」
せ
し
め
、
も
し
犯
す
も
の
あ
ら
ば
懲
治
せ
し
め
よ
、
さ
ら
に
問
題
を
指
摘
さ
れ
た
〈
告
示
〉
を
提
出
し
た

知
豚
が
、
「
循
陪
し
て
究
め
ざ
れ
ば
、
定
め
て
参
掛
(
濁
劾
〉
に
干
(
燭
〉
れ
ん
。
其
の
此
次
の
示
内
、
未
だ
能
く
詳
備
せ
ざ
る
の
慮
は
、
並
び

⑪
 

に
下
慮
の
開
時
に
、
逐
一
候
例
を
し
て
明
断
な
ら
し
め
、
刊
刻
刷
印
せ
し
め
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
し
、

開
倉
に
あ
た
っ
て
、

〈
告
示
〉
を
出
し
そ
の
内
容
を
示
す
こ
と
は
か
く
の
ご
と
く
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
、

「
折
債
」
、

「
科
則
」
、

さ
ら
に
附
加
累
徴
さ
れ
る
費
目
の
銭
数
な
ど
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、

何
よ
り
も
ま
ず
そ
の
複
雑
さ

「
書
吏
・
差
保
人
ら
」
が
舞
弊
し
、
糧
戸
の
不
満
を
醸
成
せ
し
め
、

⑫
 

戸
」
・
「
小
戸
」
聞
の
税
負
携
の
不
公
卒
さ
を
放
置
し
、
か
く
し
て
徴
税
寅
績
を
低
下
さ
せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
地
方
官
自
身
に
と

っ
て
、
こ
の
徴
税
貫
績
の
如
何
は
、

「
考
成
〈
勤
務
評
定
)
」
に
係
わ
る
も
の
で

⑬
 

あ
っ
た
。

に
乗
じ
て
、

さ
ら
に
か
の
「
紳
戸
」
・
「
民
戸
」
聞
の
、

あ
る
い
は
「
大

か
の
抗
糧
闘
争
の
引
金
と

- 93ー

そ
れ
で
は
寅
際
に
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
。
以
下
に
そ
の
一
例
を
見
て
み
よ
う
。

光
緒
五
年
の
下
忙
の
場
合
に
は
、

蘇
省
漕
米
折
債
。
向
由
各
州
豚
菓
請
藩
憲
酌
定
。
五
諌
(
釣
培
)
方
伯
在
任
後
。

文
。
解
費
在
外
。
章
程
既
定
。
不
日
嘗
揮
官
開
倉
。

於
二
十
開
議
得
。

毎
完
漕
米
一
石
折
級
制
銭
二
千
二
百

と
あ
る
よ
う
に
、
知
鯨
は
、
布
政
使
に
「
折
債
」
を
決
定
す
る
よ
う
に
「
菓
請
(
申
請〉」

し
、
布
政
使
は
巡
撫
と
議
し
て
こ
れ
を
決
定
し
向
。

@
 

こ
の
決
定
を
見
て
、
蘇
州
府
下
の
長
州
・
元
和
・
果
の
三
勝
の
知
牒
は
、
十
二
月
一
日
に
開
倉
す
る
旨
の
〈
告
示
〉
を
出
し
た
。
た
だ
貫
際
に

地
保
の
舞
弊
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
糧
戸
へ
の

341 

は
、
こ
の

〈
告
示
〉

を
出
す
ま
え
に
、

〈
告
示
〉
の
内
容
を
各
国
の
地
保
に
「
俸
逼
」
し
、

⑮
 

徹
底
を
園
る
の
が
逼
常
の
よ
う
で
あ
る
。
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⑫
 

こ
の
年
、
松
江
府
上
海
賊
の
場
合
に
は
、
知
燃
が
出
し
た

〈
揮
期
開
倉
牧
漕
示
〉
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
知
鯨
は
、

し
ば
大
憲
(
上
級
官
)
の
札
簡
を
奉
じ
」
た
と
し
て
、
開
倉
日
を
十
一
月
二
十
八
日
に
決
定
し
た
こ
と
、

「
し
ば

ま
ず
「
易
知
由
皐
」
を
護
行
す
る
こ

と
な
ど
を
示
し
、
「
閤
邑
の
糧
戸
・
紳
民
人
ら
は
知
悉
せ
よ
」
、
も
し
「
頑
戸
」
が
「
抗
欠
」
す
る
な
ら
ば
、

必
ず
や
巌
し
く
「
比
迫
」
す
る
で

あ
ろ
う
、

と
言
明
し
て
い
る
。
「
折
慣
」
、
「
科
則
」
は
、

⑮
 

は
、
長
文
の
〈
徴
糧
科
則
告
示
〉
な
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

こ
の
〈
告
示
〉
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
光
緒
四
年
の
上
海
豚
の
場
合
に

「憲
の
核
定
を
奉
じ
」
た
こ
と
を
明
記
し
た
「
折
債
L

・
「科
則
」

が
詳
細
に
一
示
さ
れ
、

さ
ら
に
「
畝
ご
と
に
槽
摘
す
る
積
穀
銭
十
二
文
」
に
つ
い
て
は
、

「撫
憲
の
礼
節
を
奉
じ
」
て
い
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
開
倉
に
か
か
わ
る
〈
告
示
〉
は
何
種
類
か
が
セ
ッ
ト
に
し
て
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
次
の
八
告
示
〉
も
そ
の
よ
う
な

も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
治
十
二
年
(
一

八
七
三
年
〉
の
上
海
牒
の
場
合
に
は
、

〈
開
倉
告
示
〉
と
と
も
に
、

〈
査
禁
開
倉
積
弊
示
設
〉
な
ら
び
に

〈
枚
漕

⑮
 

事
宜
告
一
万
〉
が
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
糧
戸
は
好
米
を
納
入
す
べ
き
こ
と
、

「
家
居
の
紳
富
な
ら
び
に
不
省
の
生
監
」
の
「
包
漕
(
包

- 94ー

な
ど

徴
税
の
際
に
生
じ
て
い
る
諸
弊
に
つ
い
て
具
睦
的
に
指
摘
し
、

「
紳
衿
士
宮
」
は
「
済
民
の
表
率
(
模
範
)
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
率
先
し
て
好
米
を
納
入
す
べ
き
こ
と
、

完
米
一

石

徴
税
事
務
を
携
う
べ
き
書
吏
層
に
つ
い
て
は
知
燃
が
巌
重
に
監
督
す
る
こ
と
、

こ
れ
を
改
善
す
べ
く
「
根
戸
・

書
差
人
ら
」
に
劉
し
、
言
明
し
て
い

撹
〉
」
を
巌
芯
罰
す
る
こ
と
、

ご
と
に
公
費
一
千
文
、
脚
費
五
十
二
文
を
納
入
す
べ
き
こ
と
、

る。
以
上
の
よ
う
に
し
て
徴
税
は
開
始
さ
れ
る
。

そ
の
過
程
で
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
は
ふ
れ
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
知
牒
が
出

す
各
種
の

〈告
示
〉
が
全
て
上
級
官
の
「
札
筋
」
、

「校
核
」
な
ど
を
受
け
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

て
、
糧
戸
全
鎧
に
劃
し
徴
税
開
始
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
糧
戸
の
な
か
か
ら
規
定
額
ど
お
り
の
納
税
に
雁
じ
な
い
、
あ
る
い
は
種
々

の
中
飽
を

そ
し
て
こ
れ
ら
の
〈
告
示
〉
を
通
じ

な
し
て
私
腹
を
肥
や
す
「
頑
戸
」
、
「
家
居
の
紳
宣
」
、
「
不
宵
の
生
監
」
な
ど
の
い
わ
ば
悪
徳
糧
戸
を
抽
出
し
て
巌
し
く
警
告
を
護
し
て
い
る
こ

と
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
〈
告
示
〉
に
よ
る
知
燃
の
糧
戸
全
盛
に
封
す
る
い
わ
ば
公
式
聾
明
こ
そ
が
、

次
節
以
降
に
述
べ
る
佃



島
民
に
削
到
す
る
と
き
の
知
豚
の
立
場
を
確
固
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
上
海
知
豚
は
、
上
述
し
た
光
緒
五
年
の
〈
揮
期
開
倉
牧
漕
示
〉
を
出
し
て
、

@
 

た
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

ほ
ぼ
十
日
後
、

〈
議
催
完
租
告
示
〉
な
る
も
の
を
出
し

特
用
直
隷
州
調
補
江
蘇
松
江
府
上
海
豚
正
堂
莫
震
暁
議
佃
農
妊
緊
還
租
事
。
照
得
。
現
奉
憲
行
筋
。

則
。
核
算
雁
徴
潜
白
等
米
。
照
額
妊
緊
徴
牧
免
運
。
等
因
。
除
捧
日
暁
示
啓
徴
外
。
所
有
佃
戸
完
納
租
将
。
画
鹿
及
早
襲
米
交
還
。

以
便

光
緒
五
年
漕
糧
。

照
減
定
有
閏
科

業
戸
完
徴
。
不
容
梢
有
抱
欠
。
本
豚
深
恐
。
不
出
円
佃
戸
。
難
保
無
籍
詞
抗
欠
情
弊
。
ム
ロ
盃
出
示
暁
議
。
魚
此
示
仰
各
圃
農
佃
保
業
人
等
知

悉
。
爾
等
須
知
根
従
租
出
。
租
由
佃
完
。
務
各
速
賂
本
名
下
臆
完
田
租
。
妊
磐
乾
潔
好
米
。
交
納
業
主
。
完
潜
在
唯
一
一
声
戸
。
既
奉
滅
則
徴
牧

自
一
万
之
後
。
如
有
抗
欠
佃
戸
延
不
上
緊
全
完
。
一
鰹
業
戸
指
一
果
。
定
即
提
案
押
迫
。
決
不
寛

以
昭
卒
允
。
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貸、於
。佃

藻戸
建。

母亦
違賞
。量

特王象
示健
。 血日

こ
こ
で
は
、
〈
揮
期
開
倉
牧
漕
告
示
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
の
上
級
官
の
「
行
筋
(
移
牒
)
」
を
受
け
た
こ
と
を
示
し
て
、
徴
税
を
開
始
す
る
こ
と
、

納
税
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
速
や
か
に
納
租
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
つ
つ
、
特
に

「
不
倫
の
佃
戸
」
の
「
籍
詞
抗
欠
」

を
恐
れ
、
こ
れ
に
劃
し
て
は
、

「
指
菓
」
に
従
っ
て
「
提
案
押
遁
」
(
拘
引
し
滞
納
分
を
取
立
て
る
〉
す
る
と
、
巌
し
く
警
告
を
設
し
て
レ
る
の
で

あ
る
。
上
述
し
た
糧
戸
に
射
す
る
開
倉
に
あ
た
っ
て
の
種
々
の
〈
告
示
〉
は
、
賓
は
、

@
 

示
〉
と
セ
ッ
ト
に
し
て
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
不
宵
の
佃
戸
」
あ
る
い
は
「
頑
佃
」
に
劃
す
る
〈
告

と
こ
ろ
で
、
右
の
「
指
一果
」
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
同
治
十
一
年
上
海
豚
知
牒
が
出
し
た
〈
議
完
呉
舎
書
院
佃
糧
告
示
〉
の
な
か
に
、

:
:
:
爾
等
承
種
呉
曾
書
院
田
畝
。
所
有
本
年
佃
租
務
。
即
妊
緊
聾
米
清
還
。
董
事
以
済
院
費
。
該
地
保
一
面
迅
速
催
佃
。

如
有
佃
戸
抗
欠
。
卸
由
董
事
等
指
名
菓
迫
。
其
各
遁
照
母
達
。
特
示
。

掃
数
完
租
。

343 
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@
 

と
あ
る
よ
う
に
、
「
指
名
菓
追
」
、
す
な
わ
ち
地
主
層
が
「
頑
佃
」
を
名
指
し
て
知
豚
に
追
租
す
る
よ
う
上
申
す
る
こ
と
で
あ
る
。

租
は
佃
完
に
由
る
」
、
あ
る
い
は
ま
た
別
の
史
料
に
よ

@
 

迭
に
迭
官
究
追
の
事
有
り
」
と
い
う
、
地
主

・
佃
農

上
述
し
た
糧
戸
に
劃
す
る
い
わ
ば
公
式
聾
明
は
、

か
く
し
て
、

「糧
は
租
よ
り
出
で
、

れ
ば
「
糧
は
租
に
従
い
て
之
を
掛
ず
の
説
有
り
し
よ
り
、
業
主
は
佃
の
欠
租
に
因
り
て
、

関
係
が
震
達
し
た
地
域
に
お
い
て
徴
税
を
行
な
う
牧
民
官
の
佃
農
屠
に
射
す
る
基
本
的
立
場
を
保
誼
し
、
確
固
た
ら
し
め
て
い
る
こ
と
は
、
改

め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

@
 

た
と
え
ば
糧
道
で
も
な
し
え
た
の
で
は
あ
る
。

@
 

一
つ
の

〈
告
示
〉
を
見
て
み
よ
う
。
同
治
十

一
年
に
上
海
鯨
知
鯨
が
出
し
た
〈
接
一
果
令
各
佃
在
緊
納
租
告
示
〉
で
あ
る
。

た
だ
右
の

〈
告
示
〉
は

一
般
的
で
あ
っ
て
、
牧
民
官
た
る
知
豚
で
な
く
と
も
、

さ
ら
に
も
う

震
出
示
暁
議
事
。
嬢
生
監
職
者
顧
言
等
遣
抱
一
果
稿
。
生
等
崎
有
十
六
保
二
十
六
八
九
等
園
田
畝
。
毎
年
陸
脚
佃
農
。
減
折
枚
取
。
不
敢
苛

刻
。
跨
躍
清
還
者
固
多
。
乃
有
疲
頑
佃
戸
。
毎
届
秩
成
。
遷
延
翻
草
。
挨
至
来
春
。
任
意
抱
欠
。
麗
向
擢
迫
。
如
蚊
負
石
。
治
値
開
耕
。

租
頼
佃
還
。
漕
米
多
免
。
租
耗
春
、
蓮
。
且
多
掛
欠
。
生
等
措
責
堂
漕
。
殊
形

- 96一

東
之
高
閣
。
歴
年
尾
欠
。
陳
陳
相
因
。
伏
念
。
賦
従
租
出
。

措
据
。
今
歳
禾
棉
。
向
稽
手
稔
。
特
恐
玩
佃
鋼
習
己
深
。
の
奮
ヨ
抗
。
震
敢
環
叩
出
一万
暁
議
。
停
各
佃
栓
晴
早
襲
。
照
額
還
楚
。
以
租
抵

賦
。
無
懐
党
運
。
如
有
玩
佃
鋼
抗
。
生
等
随
時
選
案
押
迫
。
以
禁
弓
頑
而
安
儒
儒
。
等
情
。
到
回
開
。

嬢
此
。

除
批
一
京
外
。
合
行
出
一
示
暁

議
。
震
此
示
仰
各
地
保
佃
戸
人
等
知
悉
。
爾
等
租
種
佃
畝
。
所
有
腹
完
租
将
。
妊
緊
嬉
禾
。
照
額
清
交
。
偉
業
主
得
以
完
賦
。
不
得
の
前

延
抗
。
如
敢
故
達
。
許
該
生
等
開
明
田
欠
。
随
時
指
葉
。
以
愚
提
案
押
迫
。
該
地
保
催
追
怠
惰
。
併
干
究
比
。
各
宜
遵
照
母
達
。
特
示
。

@
 

こ
れ
は
、
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
知
鯨
が
生
員
資
格
を
も
っ
地
主
ら
の
「
棄
に
援
つ
」
て
出
し
た

〈
告
示
〉
で
あ
る
。

「
菓
」
の
内
容
は
、
目
前

の

「
頑
佃
」
|
|
そ
れ
は
豊
年
で
も
徴
租
に
薩
じ
な
い
「
頑
佃
」

ー
ー
か
ら
の
徴
租
を
賞
現
せ
ん
が
た
め
に
、

「迭
案
押
追
(
知
豚
に
上
申
し
て

取
立
て
て
も
ら
う
と
す
る
こ
と
に
劃
し
て
、
知
鯨
の
許
可
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
知
鯨
は
、
地
主
ら
に
劃
し
て
は
、

こ
れ
を
全
面
的
に
許
可

(
「
批
示
」
)
し
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
の

〈
告
示
〉
を
出
し
た
の
ち
に
も
依
然
と
し
て
納
租
し
な
い
獄
況
が
績
く
な
ら
ば
、

地
主
は
そ
の

事
責
に
基
づ
い
て
「
指
菓
」
せ
よ
||

こ
れ
に
撲
っ
て
遁
租
す
る
||
と
、

言
明
す
る
。



こ
の
よ
う
に
、
知
豚
に
よ
る
地
主
の
私
的
な
徴
租
へ
の
介
入
は
、
買
は
、

地
主
屠
の
具
鐙
的
な
「
指
菓
」
に
譲
っ
て
寅
施
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
の
べ
つ
あ
ら
ゆ
る
徴
租
の
場
面
で
賓
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
具
鐙
的
事
責
に
基
づ
き
、
個
別
に

「頑
佃
」
に
掛
慮
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
牧
民
官
た
る
知
豚
の
職
務
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
知
鯨
の
職
務
は
、
個
別
的
に
「
頑
佃
」
に
制
到
底
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
地
主
層
の
「
菓
」
に
劃
し
て
は
、
直
接
的
な
回
答
H
許

可
で
あ
る
「
批
示
」
を
も
っ
て
膳
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
菓
」
を
引
い
た

〈
告
示
〉
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
的
に
生
じ
て
い
る
現

賓
を
地
主
屠
全
慢
の
利
盆
と
し
て
代
表
さ
せ
う
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
頑
佃
」
を
特
に
指
弾
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
佃
農
層
全
鐙
へ
の
警
告

と
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
別
的
な
現
賓
を
も
っ
て
、
懸
全
佳
の
問
題
と
し
て
普
遍
化
し
う
る
機
能
こ
そ
、
知
牒
が
、

具
鎧
的
に

獄
況
を
把
握
し
う
る
牧
民
官
で
あ
り
、
か
つ
最
末
端
と
は
い
え
園
家
権
力
の
正
式
の
一
員
と
し
て
の
正
印
官
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
果
し

う
る
の
で
あ
る
。
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か
く
し
て
、
開
倉
に
闘
す
る

〈告
示
〉
と
セ
γ
ト
に
な
っ
て
、
ひ
と
た
び
「
頑
佃
」
に
納
租
を
促
が
す

〈
告
示
〉

が
渡
せ
ら
れ
る
や
、

そ
れ

が
上
述
し
た
一
般
的
な

〈識
催
完
租
告
示
〉
で
あ
ろ
う
と
、
具
鐙
的
な

〈譲
葉
令
各
佃
在
緊
納
租
告
示
〉
で
あ
ろ
う
と
、
地
主
屠
に
と
っ
て
は

全
佃
農
層
に
劃
す
る
巌
し
い
催
追
を
保
護
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
知
鯨
は
、
佃
農
層
に
は
ど
の
よ
う
に
封
臆
し
た
か
。
す
で
に
、

日
常
的
な
「
頑
佃
」
に
劃
し
て
は
、
地
主
の
「
指
菓
」
に
基
づ

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
各
種
の
災
害
時
に
は
ど
う
な
の
向
、
に

い
て
、
容
赦
な
く
地
主
の
側
に
立
っ
て
徴
租
に
介
入
す
る
こ
と
を
見
た
。

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

ま
.
す
、
佃
農
層
に
限
ら
ず
農
民
層
が
、
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
か
を
見
て
み
よ
う
。
光
緒
八
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
が、

四
郷
農
民
。
均
赴
該
鯨
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松
江
府
青
滞
。
地
本
低
窪
。
値
五
梅
雨
連
旬
。
秩
回
均
己
流
担
。
目
下
水
勢
不
退
。
雨
復
縫
之
。
秋
牧
巳
無
墓。
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報
究
。
ロ
巴
傘
方
好
言
撫
慰
。
而
郷
民
数
百
人
。
己
摘
入
大
堂
喧
畷
。

勢
甚
泊
泊
。
伺
由
邑
傘
動
議
許
其
勘
験
而
退
。

と
あ
る
よ
う
に
、
水
害
に
遇
っ
た
農
民
は
、
鯨
署
に
押
し
か
け
て

「報
究
」
し
、

@
 

求
し
、
知
鯨
が
こ
れ
を
承
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
引
き
上
げ
て
い
る
。

知
鯨
に
針
し
下
郷
し
て
「
勘
験
(
寅
地
検
分
と
す
る
よ
う
要

光
緒
六
年
九
月
、
蘇
州
府
は
こ
の
年
天
候
良
順
で
、
豊
年
か
殻
想
さ
れ
て
い
た
が
、

不
意
於
白
露
節
後
。
連
朝
濃
霧
。
各
慮
稲
穂
。
蝶
然
枯
萎
。
雛
祭
療
不

一
。
而
叢
叢
斑
剥
。
幾
於
無
地
不
然
。
郷
人
恐
納
租
完
賦
時
。
担
於

十
分
成
熟。

不
肯
梢
加
僅
倒
。
是
以
於
前
数
日
開
。
先
勝
死
稲
負
至
各
業
戸
請
験
。
乃
概
置
不
問
。
不
得
己
筆
赴
豚
署
報
災
。
合
計
長

・

元

・
呉
三
瞬
報
災
者
。
貫
繁
有
徒
。
故
三
牒
邑
隼
分
別
下
郷
。
親
自
勘
験
。
再
定
准
駁
。

云
。

ま
ず
地
主
の
と
こ
ろ
に
「
死
稲
」
を
捻
っ

て
押
し
か
け
、

被
害
拡

と
あ
る
よ
う
に
、

に
わ
か
に
牧
穫
す
ら
望
め
な
く
な
っ
た
。
佃
農
た
ち
は
、

況
を
実
地
検
分
せ
よ
ー
ー
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
佃
租
の
減
菟
を
せ
よ
|
|
、

み
て
、
佃
農
は
鯨
暑
に
押
し
か
け
て
「
報
災
」
す
る
。

豚
の
知
聴
は

れ
を
耳之
A 

け
て
そ
れ

Z皇
賞 守
T哨τ 、-
~れ
分を
を無
責脱
施し
しだ

2埼
引が

あ明
る@手
なと

と
要
求
し
た
が
、
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お
後
述
)
。

三
鯨
の
知
豚
が
賞
地
検
分
し
た
結
果
、
佃
曲
演
の
訴
え
は
「
た
え
て
虚
担
に
非
.
さ
る
こ
と
を
知
」
っ
た
の
で
あ
る
が
、

若
照
従
前
牧
取
。
不
魚
分
別
減
譲。

恐
佃
農
轄
有
籍
口
。
市
完
租
亦
未
能
腸
躍
也
。

現
在
。
各
業
開
倉
在
闘
。

と
あ
る
よ
う
に
、

知
鯨
が
佃
農
の
訴
え
を
受
け
て
賓
地
検
分
し
、

災
害
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
し
ま
っ
た
い
ま
、

従
前
.
と
お
り
に
徴
租
し
て

「減
譲
」
|
|
佃
租
の
滅
克
ー
ー
を
し
な
け
れ
ば
、
佃
農
は
知
牒
の
剣
断
に
籍
口
し
て
、
納
租
を
「
翻
墓
」
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
な

@
 

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
で
は
、
地
主
お
よ
び
知
鯨
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
は
ど
の
よ
う
に
割
腹
す
る
の
か
。

・
:
:
田
業
雁
譲
腫
滅
。
荏
無
頭
緒
:
:
:
。
俸
言
謂
。
牒
中
将
飾
各
国
。
詳
造
被
災
各
区
清
航
。
以
使
核
掛
。

等
因
。
故
完
租
者
。
雄
途
頭

限
。
未
能
窃
躍
上
極
。
殊
有
観
墓
之
心
。
云
。

地
主
は
「
滅
譲
」
に
臨
応
ず
る
姿
勢
を
示
す
の
で
あ
る
が
、

寅
行
に
移
そ
う
と
し
な
い
し
、
知
燃
は
、
各
園
の
地
保
を
し
て
被
災
朕
況
を
正
確
に



@
 

調
査
せ
し
め
、
そ
の
う
え
で
片
核
緋
〈
慮
理
ど
す
る
方
針
で
あ
る
、
と
い
う
。
知
豚
が
明
白
な
剣
断
を
下
さ
な
い
限
り
、
佃
農
層
は
「
観
望
」

|
|
い
わ
ば
納
租
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
1
4
4
a
l
を
績
け
る
。
こ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
以
上
の
経
過
は
、
少

く
と
も
災
害
時
、
佃
農
が
地
主
と
の
い
わ
ば
直
接
交
渉
を
通
じ
て
、

そ
の
災
害
認
定
を
嬢
と
し
て
、

「
減
譲
」
を
寅
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
な
い
場
合
、
知
鯨
に
働
き
か
け
、

地
主
の
徴
租
を
牽
制
な
い
し
制
限
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

さ
ら
に
、

光
緒
六
年
十
月
の
蘇
州
域
外
の
永
倉
鎮
で
起
き
た
事
件
を
見
て
み
よ
う
。

・
:
:
本
歳
秋
成
。
国
最
傷
枯
萎
。
佃
戸
皆
由
業
主
酌
量
減
譲
。

誼
該
紳
方
以
米
債
大
賎
。
憂
形
於
色
。
該
慮
素
本
牧
米
。
某
紳
乃
自
置
鎧

餅
。
毎
餅
五
斗
。
須
盛
六
斗
有
徐
方
滞
。
因
之
。
衆
農
佃
心
殊
不
甘
。
噴
有
煩
言
。
有
甲
乙
某
佃
素
本
弓
横
。

料
衆
至
該
桟
。
完
租
以
餅

石
不
符
。
寛
勝
鎧
餅
捨
奪
入
城
。
及
至
某
紳
訴
豚
控
提
。

該
農
佃
己
腕
肘
米
餅
呈
府
。
亦
兵
一
果
詞
控
告
。
弁
控
藩
署
。

五
奉
謹
方
伯
護
府
審

効f
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す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
災
害
時
、
地
主
は
何
が
し
か
の
「
減
譲
」
を
な
す
べ
き
で
あ
る
|
|
他
の
地
主
は
そ
う
し
て
い
る
|
|
の

に
、
こ
れ
を
な
さ
ず
に
、
か
え
っ
て
「
鐙
餅
(
大
ま
す
と
を
用
い
て
い
さ
さ
か
の
減
牧
に
も
肯
ん
じ
な
い
よ
う
な
地
主
は
、
い
わ
ば
札
っ
き
の

「
頑
佃
」

1
1ー
多
数
の
佃
農
の
信
頼
を
得
て
い
る
ー
ー
に
よ
っ
て
、
知
懸
、
知
府
、
さ
ら
に
布
政
使
に
告
訴
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
し
く
「
頑
佃
抗
租
は
、
向
お
須
か
ら
く
迭
官
追
比
す
ベ
」
く
も
、
「
業
主
も
亦
須
か
ら
く
年
歳
の
聖
歌
を
洞
知
し
、
量
り
て
鎧
他
を
魚

@
 

す
ベ
く
、
額
租
の
外
に
、
明
伸
暗
渡
し
て
、
大
局
を
顧
り
み
ず
、

事
端
を
生
ず
る
を
致
す
を
得
ず
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
知
鯨

・

知
府
・
布
政
使
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
か
、
詳
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
く
も
こ
の
史
料
に
つ
い
て
言
え
ば
、
災
害
時
に
一
般
的
に
地
主

屠
が
な
す
こ
と
|
|
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
は
、
佃
農
屠
が
長
年
の
闘
い
の
な
か
で
獲
得
し
て
き
た
い
わ
ば
既
得
権
を
地
主
が
守
ら
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
ー
ー
を
無
視
し
た
地
主
は
、

多
数
の
佃
曲
炭
層
を
糾
合
し
う
る
、
外
な
ら
ぬ
「
頑
佃
」
に
よ
っ
て
、

よ
り
布
政
使
に
至
る
公
権
力
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

@
 

さ
ら
に
光
緒
三
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
年
、
蘇
州
府
は
皐
魁
に
お
そ
わ
れ
た
。

レ
わ
ば
悪
徳
地
主
と
し
て
、
知
豚

347 



348 

現
奉
鯨
主
俸
誌
。

留
置
田

蘇
城
長
・
呉
雨
鯨
各
慮
農
民
。
以
田
箔
枯
稿
。
紛
紛
赴
鯨
報
災
。

中
。
以
待
按
畝
査
験
。
再
行
分
別
掛
理
。
等
因
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
農
民

L
H佃
農
は
、
枯
死
し
た
穏
を
も

っ
て
鯨
署
に
押
し
か
け

「
報
災
」
す
る
の
で
あ
る
。
長
州
、
果
の
知
豚
は
、
ま
ず

「
好
宿
」
を
牧
穫
せ
よ
、
枯
死
し
た
も
の
は
、
問
中
に
放
置
し
て
お
け
、
自
ら
下
郷
し
て
貫
地
検
分
す
る
か
ら
、
と
「
博
識
」
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
佃
農
は
地
主
へ
の

「請
験
」
を
せ
ず
に
、
直
接
に
知
鯨
に
封
し
、

後
述
)
。
被
災
し
た
水
稲
を
牧
穫
せ
ず
に
、
田
中
に
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、

儀
剰
枯
稿
。

令
各
農
民
先
勝
好
稲
牧
穫
。

寅
地
検
分
を
要
求
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(な
お

蘇
城
山
荷
闘
一
幣
田
時
。
以
本
年
稲
多
枯
萎
。
均
未
刈
穫
。
全
行
棄
置
田
中
。
迄
各
業
主
出
帳
牧
租
。
農
佃
頼
粒
不
完
。
悉
指
枯
稿
。
間
挙
欲

退
租
。
故
年
内
該
慮
租
資
。
十
不
得
二
三
也
。

@
 

と
あ
る
よ
う
に
、
佃
農
の
い
わ
ば
消
極
的
な
地
主
の
徴
租
へ
の
抵
抗
と
し
て
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

@
 

こ
う
し
た
例
は
、
た
と
え
ば
同
治
十
二
年
間
六
月
に
寧
波
(
鄭
豚
)
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
年
、
寧
波
は
大
早
魅
に
遇
っ
た
。

東
南
郷
有
農
人
数
百
。
各
手
執
枯
稲
一
株
。
進
城
往
牌
告
荒
。
交
鯨
主
看
験
。
要
請
告
示
。
識
令
国
主
毎
畝
蹄
牧
銭
三
百
文
。

「
農
民
」

H
佃
農
は
、
知
鯨
に
劉
し
貫
地
検
分
す
る
よ
う
求
め
、
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そ
の
う
え
で
地
主
に
封
し
畝
ご
と
の
租
額
を
三
百
文

@
 

に
制
限
す
る
内
容
の
〈
告
示
〉
を
出
せ
、
と
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
佃
農
の
行
動
は
、
さ
ら
に
贋
が
る
。

寧
波
東
南
郷
佃
人
衆
鯨
墨
告
皐
荒
一
事
。
:
:
:
今
叉
探
得
。
投
墨
者
有
十
徐
村
正
。
邑
傘
挑
公
好
言
撫
慰
。
勝
呈
詞
一
一
枚
。

一
玄
。
候
本
鯨
詣
勘
。
至
牧
租
係
有
公
論
。
何
得
以
毎
畝
概
牧
三
百
文
。
率
請
一
示
議
。
云
云
。
星
詞
十
徐
紙
。
批
語
皆
向
。

こ
の
年
の
場
合
に
は
、

下
批
。

各
村
の
佃
農
の
「
昼
調
(
訴
紋
)
」
に
劃
す
る
知
豚
の

「
下
批
」

は

一
様
に
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
寅
地
検
分
を
待
て
と
言
い
、
牧
租
は

「
公
論
有
る
に
係
る
」
と
し
て
、
佃
農
が
要
求
す
る
畝
ご
と
三
百
文
に
制
限
す
る
内
容
の
〈
示
詠
〉

H

〈
告
示〉

を
出
す
こ
と
を
拒
否
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
右
の
引
用
に
績
い
て
、
「
想
う
に
、
邑
傘
、
即
ち
ま
さ
に
親
し
く
田
曙
を
履
み
、
其
の
災
歎
の
分
数
を
親
ベ
、
再
び
核
掛
を
行

@
 

な
わ
ん
と
す
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
一
般
的
に
も
知
鯨
に
は
何
か
し
ら
の
封
醸
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。



以
上
の
よ
う
に
、
災
害
時
、
佃
農
屠
は
、
あ
る
い
は
地
主
と
の
直
接
交
渉
の
決
裂
の
あ
と
に
、
あ
る
い
は
直
接
に
、
ま
ず
牧
民
官
た
る
知
鯨

に
射
し
、
地
主
唐
の
徴
租

・
催
追
を
制
限
す
る
よ
う
要
求
す
る
。
知
鯨
の
腰
は
重
い
が
、
と
も
あ
れ
寅
地
検
分
と
い
う
か
た
ち
で
こ
れ
に
慮
じ

よ
う
も
の
な
ら
、
そ
の
判
断
・
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、
佃
曲
直
屠
は
「
翻
草
」
を
き
め
こ
む
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
い
わ
ば
悪
徳
地
主
に

つ

い
て
は
、
知
師
怖
を
は
じ
め
と
す
る
公
権
力
に
訴
え
、
そ
の
剣
断
に
委
ね
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
佃
農
屠
は
、
知
将
H
公
権
力
に
封
し
、
私
的
な
地
主
・
佃
農
聞
の
劉
立
の
い
わ
ば
公
卒
な
仲
裁
役
と
し
て
介
入
す
る
こ
と
を

強
力
に
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
も
っ
て
、
災
害
時
と
は
い
え
、
佃
農
鰹
替
の
維
持
を
園
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
佃
農
層
↓
知

腕
と
い
う
、
佃
農
屠
の
利
盆
擁
護
の
行
動
は
、
知
鯨
H
公
権
力
の
上
述
し
た
「
民
を
愛
す
る
こ
と
子
の
如
く
、
悪
を
疾
む
こ
と
讐
の
如
き
」
行

政
姿
勢
に
遁
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
知
鯨
H
公
権
力
は
、
こ
れ
を
一
概
に
無
一
成
で
き
な
い
。

四
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右
の
よ
う
な
佃
農
層
↓
知
照
と
い
う
、
佃
農
屠
の
利
盆
擁
護
の
行
動
は
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
奏
功
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
挫
折
す
る
の

か
、
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

前
節
で
は
、
佃
農
層
が
、
知
豚
を
貫
地
検
分
に
引
き
出
し
た
こ
と
を
擦
と
し
て
、
納
租
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
績
け
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
同
じ

く
前
節
で
引
用
し
た
光
緒
三
年
の
長
州
鯨
・
果
鯨
の
場
合
に
は
佃
農
層
に
「
下
郷
親
勘
」
を
「
停
議
」
し
な
が
ら
も
、
「
各
農
人
、
稲
穂
の

枯
稿
を
一
見
し
て
、
他
慮
に
染
及
す
る
を
深
く
恐
れ
、
大
宇
は
掃
薙
を
先
行
し
」
た
か
ら
と
し
て
、
直
ち
に
は
こ
れ
を
賞
施
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
向
、
長
州
知
牒
は
、
一
醸
は
こ
れ
を
貫
施
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
結
果
を
も

っ
て
九
月
末
、

五
問
。
長
州
鯨
高
ロ
巴
傘
。
於
謁
見
撫
憲
時
。
曾
経
面
菓
災
象
。
欲
出
専
摺
奏
請
酌
掛
三
成
災
教
。
等
因
。

と
あ
る
よ
う
に
、

「
奏
摺
の
権
」
を
有
す
る
上
級
官
H
巡
撫
に
謁
見
し
た
と
き
に
、

巡
撫
を
し
て
臨
時
の
減
税
を
上
奏
せ
し
め
、
皇
帝
の
裁
可

佃
農
層
の
要
求
に
鹿
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
奏
功
し
た
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を
得
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
減
税
↓
滅
租
を
通
し
て
、



減
税
が
裁
可
さ
れ
る
と

「
既
に
し
て
減
を
奉
ず
れ
ば
、

@
 

せ
し
か
否
か
を
識
ら
ず
」
と
あ
る
の
み
で
詳
び
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が、

佃
戸
よ
り
の
徴
牧
も
亦
、

首
に
量
り
て
鐙
仰
を
議
え
、

以
て
卒
允
を

昭
ら
か
に
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か
否
か
に
つ
い
て
は
、

「
未
だ
撫
憲
の
果
し
て
能
く
允
准
(許
可
)

す
」
(
前
掲

〈識
催
完
租
告
示
〉)
る
こ
と
に
な
り
、

知
照
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
官
の
接
室
は
大
い
に
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
そ
の
際

の
滅
租
の
寅
質
性
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
疑
問
が
あ
る
が
。

と
こ
ろ
で
知
鯨
が
、
上
級
官
に
射
し
、
自
ら
の
治
下
の
欣
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
指
示
を
仰
ぐ
方
法
に
は
「
面
一一巣
」
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

同
治
十
三
年
十
月
の
上
海
豚
知
豚
の
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。

葉
邑
傘
。
因
須
謁
見
各
上
憲
。
面
菓
地
方
公
事
。
於
昨
初
三
日
辰
刻
動
身
。
由
郡
晋
省
公
出
。
所
有
日
行
文
脚
。

照
例
撤
委
捕
鹿
代
折
代

ι
行
。
一
玄
。

知
豚
は
、
蘇
州
布
政
使
、
江
蘇
巡
撫
な
ど
が
駐
在
す
る
蘇
州
に
出
向
し
、
「
地
方
公
事
を
面
一果
す
」
る
の
で
あ
る
。
そ
の
問
、
知
将
の
職
務
は
、

@
 

捕
臆
が
代
行
し
て
い
る
。
光
緒
二
年
二
月
の
場
合
に
は
、

上
海
鯨
松
邑
傘
。
於
前
日
起
程
。
往
金
陵
公
幹
。
所
有
醸
徴
漕
糧
。
委
鯨
丞
周
君。

下
郷
査
比
。
云
。

@
 

と
あ
る
よ
う
に
、
南
江
組
督
が
駐
在
す
る
南
京
に
出
向
す
る
。
そ
の
問
、
知
厭
の
職
務
は
、
牒
丞
が
代
行
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
ま
た
、
光
緒
六
年
九
月
の
例
で
あ
る
が

江
市等
西
南
郷
。
入
秋
以
来
。
天
気
充
阜
。
雨
、
津
較
少
。
以
致
山
田
頼
粒
無
枚
。
昨
開
。
顧
邑
傘
己
借
委
員
履
勘
属
貫
。
格
以
二
三
分
災
。

上
詳
大
憲
失
。

と
あ
る
よ
う
に
、

知
燃
は
、

「
面
菓
」
の
ほ
か
に

「
大
憲
に
上
詳
(
上
級
官
に
報
告
す
る
と
し
、

@
 

そ
の
判
断
を
侠
つ
方
法
も
と
る
。

同
様
の

史
料
に
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
光
緒
八
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
が、

荒、昨
。叉
想、悉
賢、。
有、新
司、江
賞、湖
必、州
履、府
勘、庵

而、其
葉、水
詳、郷
土、田
憲、禾
也、輩
。行

流
浪

秋
牧
無
草
。

歌
象
己
成
。
山
困
難
未
至
全
災
。
然
牧
成
嘗
亦
滅
色
。

郷
農
紛
紛
報
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と
あ
る
よ
う
に
、

「
履
勘
」
し
、

「
上
憲
に
一
果
詳
」
す
る
こ
と
は
、

重
要
な
職
務
と
し
て
知
鯨
に
期
待
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
ま
た

内
則
上
自
天
子
。
下
及
宰
相
。
外
則
上
自
督
撫
下
及
州
豚
。

若
不
上
達
。
非
徒
君
相
無
従
知
之
。
即
督
撫
亦
不
能
知
也
。
是、皆
以、天
T廿、 4

稽、之
介!、以
鯨、保
魚、斯
民、民
之、者
y:、也
4ム.L 0 

也、雨、
“権、
賞、
操、

、
、
、
、

H

ヨ
M
川
護

m
A口
o

t
K
4
ノ
回
押

'R

故
四
海
困
窮。

州、ト
鯨、

勘
究
論
之
。
奉
委
即
災
匡
之
父
母
。

在
官

即
一
邑
之
父
母
。

@
 

と
あ
る
よ
う
に
、

何
異
居
郷
魚
一
家
之
父
母
乎
。

ま
さ
し
く
牧
民
官
た
る
知
豚
の
本
領
護
揮
そ
の
も
の
な
の
で
あ
り
、

佃
農
層
の
知
鯨
へ
の
働
き
か
け
は
、

こ
の
よ
う
な
牧
民

官
た
る
知
鯨
の
職
務
内
容
に
も
適
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
。

知
豚
を
し
て
、

上
級
官
を
動
か
そ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
長
州
鯨
知
賂
が
行
動
を
起
こ
し
た
九
月
J
十
月
と
い
え
ば
、
下
忙
の
開
倉
に
備
え
て
、

知
燃
は
、

一
で
述
べ
た
よ
う
な
開
倉
に

あ
た
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
作
業
を
開
始
す
る
時
期
で
あ
る
。
年
景
の
獄
況
、
「
折
債
」
、

「科
則
」
な
ど
を
定
め
、
上
級
官
に
報
告
し
て
「
校

核
」
を
受
け
、
地
主
を
主
と
す
る
糧
戸
層
に
は
〈
告
示
〉
を
も
っ
て
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
災
害
時
の
知
鯨
と
し
て
は
こ
の
時
期
に
、

滅
ず
べ
き
は
減
じ
、
菟
ず
べ
き
は
菟
ず
」
る
(
前
掲

〈酌
擬
江
北
銭
潜
章
程
〉)
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
佃
農
層
に
と
っ

て

も
、
こ
の
九
月
、
十
月
ご
ろ
は
、
知
鯨
に
射
し
、
災
害
で
あ
る
こ
と
を
認
定
さ
せ
、
地
主
の
徴
租
を
制
限
さ
せ
る
行
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
三
で
引
用
し
た
光
緒
六
年
九
月
の
蘇
州
府
の
例
は
、
突
然
の
天
候
異
饗
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
、
ま
さ
に
こ

「
郷
人
は
、
納
租
完
賦
の
時
、
十
分
の
成
熟
に
担
れ
、
梢
も
鐙
仙

「雁
に
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の
時
期
に
焦
貼
を
合
わ
せ
た
佃
農
屠
の
行
動
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

を
加
え
る
こ
と
に
肯
ん
ぜ
ざ
る
」
こ
と
を
恐
れ
、

ま
ず
地
主
、

つ
い
で
知
鯨
に
訴
え
出
た
の
で
あ
っ
た
。

上
述
し
た
光
緒
三
年
の
長
州
鯨
・
臭
鯨
の
場
合
に
も
ど
る
と
、
呉
燃
の
知
豚
も
ま
た
、

ろ
の
各
郷
に
赴
き
、
田
稲
を
勘
験
し
」
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

「本
年
豊
歌
一
な
ら
ず
、
復
た
按
畝
稽
査
す
る
も
、
の
お
腰
か
に
匡
別
し
難

@
 

き
を
恐
る
」
と
し
て
、
知
豚
は
、
佃
農
の
要
求
ー
ー
ー
災
害
認
定
ー
ー
ー
を
認
め
な
か
っ
た
。

さ
て
、

十
月

一
日
に
な
っ
て
「
親
し
く
治
す
る
と
こ

351 
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こ
う
し
た
佃
農
層
・
知
将
の
や
り
と
り
と
は
別
に
、
地
主
屠
が
次
の
よ
う
な
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
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蘇
城
各
国
業
主
。
均
於
初
四
日
開
倉
牧
租
。
以
本
年
郷
開
田
稿
。

意
。
其
折
債
則
毎
石
二
千
六
百
左
右
。
或
有
至
二
千
八
百
文
者
。
以
米
債
昂
貴
。
農
人
賜
米
還
租
。
可
以
有
盈
無
紬
也
。

多
有
枯
稿
無
牧
者
。

故
毎
遁
災
直
。
毎
石
譲
租
一
斗
。

以
一ホ
瞳
値
之

す
な
わ
ち
、
地
主
は
自
設
的
に
、

被
災
の
田
に
つ
い
て
は
石
ご
と
に

一
斗
の
「
譲
租
」

を
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

た
災
害
時
の

「
減
譲
」
で
あ
る
。
こ
の
「
譲
租
」
が
、
貧
質
的
な
滅
租
を
意
味
す
る
か
否
か
は
大
い
に
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
が、

三
で
述
べ

と
も
あ
れ
、

地
主
層
は
、
佃
農
屠
に
よ
る
佃
農
↓
知
牒
↓
上
級
官
と
い
う
回
路
を
通
っ
た
佃
租
の
減
莞
寅
現
の
動
き
を

明
ら
か
に

意
識
し
な
が
ら
、

自
ら

「
佃
曲
演
鐙
岨
の
意
」
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
主
屠
は、

公
権
力
の
介
入
を
不
要
と
す
る
私
的
な
地
主
・
佃
農
聞
の
問
題
に
も

ど
し
た
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
蘇
州
府
下
の
あ
る
地
主
が
、

災
害
時
に
「
滅
譲
」
を
認
め
ず
に
、

カ
に
訴
え
ら
れ
た
例
を
す
で
に
見
た
が
、
お
そ
ら
く
は
右
の
場
合、

佃
農
屠
か
ら
悪
徳
地
主
で
あ
る
と
し
て
、
公
権

「
鐙
値
の
意
」
を
明
ら
か
に
し
て
お
け
ば
、

佃
農
に
誘
種
を
輿
え
る
こ
と

は
避
け
う
る
し
、
貫
質
的
減
牧
に
つ
な
が
る
剣
断
を
示
し
か
ね
な
い
公
権
力
の
介
入
を
も
牽
制
し
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

だ
が
、
こ
れ
は
、
地
主
層
が
ま
さ
に
被
災
の
田
に
つ
い
て
「
譲
租
」
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
外
の
固
に

つ
い
て
は
、
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例
年
ど
お
り
徴
租
す
る
こ
と
も
併
せ
て
表
明
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
十
月
末
に
な

っ
て
、
こ
の
地
主
層
が
、

次
の
よ

う
に
前
言
を
翻
し
て
知
豚
に

い
。
す
な
わ
ち
、

「公一
果
(
数
人
が
連
署
し
た
請
願
書
)
」

を
提
出
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、

そ
れ
ほ
ど
筋
を
曲
げ
た
こ
と
に
は
な
ら
な

蘇
城
各
慮
業
団
者
。
均
於
月
初
。
開
倉
牧
租
。
迄
今
賂
及
一
月
。
所
牧
租
息
。
未
及
十
之
三
四
。
蓋
以
本
年
損
霜
殺
稼
。
農
人
多
有
籍
口

組
墓
也
。
現
在
各
国
主
擬
具
公
葉。

求
請
波
員
設
局
。
分
段
遁
租
。
等
因
。

@
 

と
あ
る
よ
う
に
、
佃
農
の
多
く
が
災
害
に
遇
っ
た
こ
と
に
藷
口
し
て
納
租
を
「
翻
重
」
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
知
問問
に
徴
租
へ
介
入
せ
よ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
被
災
し
た
佃
農
層
が
「
観
宴
」
を
き
め
こ
む
原
因
は
、
賓
地
検
分
を
賞
施
し
た
も
の
の
、
何
ら
の
方
針
を
示
し
え
な
か

っ

た
知
鯨
と
、
責
質
性
は
と
も
あ
れ
「
譲
租
」

を
表
明
し
た
外
な
ら
ぬ
地
主
屠
が
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
問
題
は
、
こ
の
被
災
し
た
回
を

耕
作
す
る
佃
農
に
限
ら
ず
、
佃
農
の
多
数
が
、
こ
れ
に
藷
口
し
て
「
観
墓
」
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
は、

佃
農
が
、



知
豚
に
被
災
肱
況
を
賓
地
検
分
さ
せ
、
佃
租
を
滅
菟
さ
せ
よ
う
と
し
た
上
述
の
例
と
と
も
に
、
佃
農
屠
↓
知
豚
の
動
き
に
い
わ
ば
封
抗
し
つ
つ

明
ら
か
に
し
た
地
主
屠
の
「
佃
農
鐙
価
の
意
」
を
逆
手
に
と
っ
た
、
佃
農
の
徴
租
へ
の
抵
抗
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
い
い
で
あ

ろ
う
。
か
く
し
て
今
度
は
、
地
主
屠
が
、
公
権
力
H
知
鯨
に
事
態
の
打
聞
を
要
求
す
る
番
に
な
っ
た
。
だ
が
十
二
月
中
旬
に
な

っ
て
も
、
「牧
む

@

@
 

る
所
、
十
の
三
、
四
に
も
及
ば
ず
」
と
い
う
吠
況
が
績
き
、
新
年
に
な
っ
て
「
迭
官
追
比
」
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
つ
い
に
、
知
鯨

が
徴
租
に
介
入
し
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
、

@
 

さ
ま
ざ
ま
な
例
を
見
て
き
た
が
、
さ
ら
に
次
の
史
料
を
掲
げ
て
本
節
を
終
る
こ
と
に
す
る
。

:
・
蘇
属
各
鯨
令
。
欲
速
征
解
銭
糧
。
以
謹
上
司
之
奨
。
反
過
聴
業
主
之
言
。
而
虐
待
苦
民
也
。
若
鯨
官

一
面
看
管
欠
佃
。

一
面
令
業
主

指
明
。
欠
者
有
何
可
抵
。
亦
魚
出
牌
領
抵
。
似
足
伸
法
了
事。

以
後
若
査
出
欠
者
向
有
謄
匿
産
物
。
不
肯
壷
吐
。

再
行
答
辱
不
濯
。
葱
乃

繰
綿
数
百
人
。
三
日
一
比
。
或
八
百
或

一
千
。
惟
業
主
之
欲
是
従
。
天
下
安
有
此
残
刑
窮
民
之
理
乎
。
其
言
如
此
。
但
中
園
銭
債
訟
事
。

亦
係
如
此
掛
理
。
惟
佃
戸
抱
欠
租
穀
。
一
経
到
官
。
官
穂
以
園
課
所
闘
。
不
能
不
曲
絢
国
主
之
請
。
故
格
外
従
巌
也
。

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
知
牒
は
、
最
下
級
の
正
印
官
と
し
て
「
速
や
か
に
銭
糧
を
征
解
す
」
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
か
ら
こ
そ
、

主
の
言
を
聴
く
に
、過
ぎ
」
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、
佃
農
の
佃
租
の
滞
納
に

つ
い
て
も
、

に
関
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「反
っ
て
業

一
た
び
報
告
が
あ
げ
ら
れ
た
ら
、

「
園
課
」
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「
田
主
の
請
」
に
謄
え
て
、
遁
租
に
介
入
す
る
の
で
あ
る
、

と
い
う
。
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
知
鯨
は
、
佃
農
層

へ
の
要
求
に
は
、
消
極
的
に
し
か
腰
え
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
決
し
て
地
主
屠
の
利
盆
擁
護
を
赤
裸
に
示
し
た
も
の
で

は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
行
動
を
佃
農
層
は
、
こ
と
が
あ
る
ご
と
に
繰
り
返
え
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
知
将
H
公
権
力
の
も
つ
階
級
性
に
つ
い
て
-評
債
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
右
の
よ
う
な
文
章
を
積
み
替
え
て
、
究
極
に
お
い
て
知
鯨
は
地
主
屠
の
利
盆
を
擁
護
す
る
の
が
階
級
的
本
質
で
あ
る
、
と
結
論

す
る
の
は
す
こ
ぶ
る
た
や
す
い
し
、
こ
の
黙
に
は
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
問
題
に
し
た
い
の
は
、
佃
農
屠
↓
知
鯨
H
公
擢
力
と
い
う
回
路
を
も

っ
て
い
る
、
佃
曲
演
屠
自
ら
の
直
接
的
な
訴
え
に
慮
え
、
佃
農
屠
が
そ
の
過
程
で
一
定
程
度
地
主
屠
に
劃
し
て
抵
抗
し
え
、
安
堵
し
て
い
る
佃
農

353 
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「局
・
知
豚
の
閥
係
で
あ
る
。
こ
の
閥
係
の
質
在
こ
そ
が
、
地
主
・
佃
農
関
係
の
赤
裸
な
針
決
を
一
定
程
度
緩
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
公
権
力
の
機
能
こ
そ
が
、
地
主
・
佃
農
閥
係
の
緊
張
が
極
ま
れ
ば
極
ま
る
ほ
ど
、

ラ
デ

ィ
カ
ル
な
穂
換
の
芽
を
そ
の
な
か
に
育
て

つ
つ
も
、

佃
農
屠
の
な
か
に
な
お
公
権
力
へ
の
淡
い
幻
想
を
再
生
産
し
緩
け
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

結「
銭
穀
」
に
限
定
し
な
が
ら
、
雑
駁
な
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
紙
幅
も
そ
ろ
そ
ろ
童
き
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

地
主
層
上
層
ー
ー
か
の
郷
紳
ー
ー
に
つ
い
て
、
次
の
史
料
を
検
討
す
る
か
た
ち
で
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

以
上
、
知
牒
の
職
務
の
う
ち
、

謂
。
近
来
紳
士
居
郷
。
多
不
守
法
。
致
地
方
官
一
切
公
事
受
其
挟
制
。
因
而
吏
治
不
能
日
藻
上
理
。
推
原
立
論
。

以
魚
起
於
軍
輿
之
時
。

紳
士
側
理
園
練
。
興
地
方
官
並
重
其
権
。
交
渉
既
多
。
時
常
接
見
。
互
商
公
事
。
因
此
濫
筋
。
遺
成
積
重
難
逗
之
勢
。

亦
可
謂
切
中
時
弊
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之
言
笑
。

@
 

こ
れ
は
、
光
緒
八
年
四
月
の
『
申
報
』
の
記
事
の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
紳
士
」
の
濫
鱒
は
、
太
卒
天
国
を
鎮
座
す
る
過
程
に
あ
る
、

と
い
う
。
さ
ら
に
右
に
績
い
て
、

ー-，

地
方
官

「 ー一

主京
のふ

翼基
地
セ挟
ち制
を
害"SI.
」ー:R

け
を る
な
をす
致
も
しの」
t主主

「員
正
の
紳
士
に
は
非
ず
」
と
し
な
が
ら
、

蓋
地
方
公
事
。
有
非
紳
士
不
能
開
理
者
。
官
長
亦
僑
頼
之
。
不
特
郷
僻
之
慮
然
也
。
既
在
省
曾
之
中
。
院
司
所
専
主
之
事
。
亦
有
須
輿
紳

衿
命
謀
而
後
可
行
者
。
:
:
:
軍
輿
之
時
。
開
園
蜘
賊
饗
前
勘
摘
。
固
非
紳
士
不
可
。
既
軍
務
告
竣
。
地
方
猶
頼
善
後
一
切
布
置
。
均
須
熟

悉
情
形
。
市
後
施
之
各
嘗
。
若
宮
長
濁
断
濁
行
。
或
有
他
省
章
程
。
不
宜
於
此
省
者
。
或
初
到
地
方
。
但
見
今
日
凋
残
之
気
象
。
未
知
義

時
完
善
之
情
形
。
無
人
従
努
指
萱
正
。
不
知
執
先
執
後
軌
重
執
軽
。
設
倒
行
逆
施
。
其
関
係
地
方
之
理
蹴
者
。
尤
非
浅
鮮
。
故
紳
士
之
力

居
多
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
牧
民
官
た
る
知
燃
に
と
っ
て
、

「
員
正
の
紳
士
」
た
る
郷
紳
に
依
援
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
職
務
を
、
窪
行
で
き
な
い
、

と
い
う
。



筆
者
も
ま
た
、
近
代
の
郷
紳
は
、
こ
の
史
料
が
語
る
よ
う
に
、
太
卒
天
国
の
時
期
、

時
期
か
ら
穫
制
回
復

へ
の
過
渡
期
に
撞
頭
し
、
鐙
制
回
復
の
時
期
に
そ
の
存
在
を
顛
わ
に
し
た
と
考
え
る
。

@
 

紳
は
、
す
ぐ
れ
て
太
卒
天
国
後
的
・
反
動
的
な
地
主
屠
上
層
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
郷
紳
は
、
知
鯨
を
最
下
位
と
す
る
公
擢
力
を
し
て
、
彼

ら
の
利
盆
を
新
た
に
ど
の
よ
う
に
し
て
擁
護
せ
し
め
る
か
、

言

い
換
え
れ
ば
、

し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
利
盆
追
求
の
貧
欲
さ
ー
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
公
擢
力
を
ど
の
よ
う
に
創
り
あ
げ
て
ゆ
く
か
、

か
っ
た
と
言
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
鐙
制
概
念
に
か
か
わ
ら
せ
て
知
鯨

H
公
権
力
を
検
討
し
え
な
か
っ

た
が
、
少
く
も
、
牧
民

官
た
る
知
豚
の
職
務
内
容
の
賓
際
に
つ
い
て
も
、
郷
紳
・
地
主
屠
の
利
盆
を
擁
護
せ
ざ
る
を
え
な
い
側
面
と
、
こ
れ
に
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
佃

農
屠
の
要
求
に
薩
え
ざ
る
を
え
な
い
側
面
と
が
、
い
よ
い
よ
不
統
一
に
な
り
、
そ
し
て
前
者

の
側
面
が
額
わ
に
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が

@
 

そ
の
こ
と
が
公
権
力
の
歴
史
に
と
っ
て
も
劃
期
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
珠
測
さ
れ
る
。

議
測
さ
れ
る
し
、

註

一
九
一
四
年
、
五
O
J五
六
頁
。
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①

『

清

園
行
政
法
』
第
萱
巻
下
、

古
書
院
、
一
九
七
二
年
影
印
本
)

②

陶
希
婁

『清
代
州
豚
街
門
刑
事
審
剣
制
度
及
程
序
』
食
貨
出
版
社
、

九
七
二
年
。
二
三
頁
。

③
鯨
街
門
構
成
お
よ
び
知
豚
の
ル
l
テ
ィ
ン
川
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
②

の
著
書
、

ま

た

寸

g
m
'
Zロ
の
r
p

』い
R
Q
N
C
。也、
3
S
S
H
3

門

U
E
E
H
S
R
p
w
-
H
b
h川
の
』
v
・3
h
-

広田
N
-
E
R〈
H
W

『
仏

C
E〈
O
Z
F一『

p
g
f
さ
ら
に
奈
申
之
『
清
代
州
豚
故
事
』
龍
門
書
広
、
一
九
六
八

年
版
、
な
ど
に
詳
し
い
。
本
稿
で
は
、
問
問
街
門
を
構
成
す
る
典
吏
、

書

役
、
差
役
、
幕
友
、
長
随
、
仲
作
、
捕
役
、
獄
卒
、
家
人
、
等
々
に
つ
い

て
は
、

紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
言
及
し
え
な
い
。
ま
た
、

豚
街

す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で
の
支
配
瞳
制
が
根
底
か
ら
揺
ら
い
だ

そ
の
意
味
に
お
い
て
、

近
代
の
郷

彼
ら
自
身
の
す
ぐ
れ
て
太
卒
天
国
後
的
な
様
相
|
|
本
稿
で
も

を
摸
索
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
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汲

門
の
外
に
あ
っ

て
豚
行
政
に

深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
祉
禽
層
で
あ
る
代

書
、
訟
師
、
地
保
、
経
造
、
等
々
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
本
稿
で
は
知
州
に
つ
い
て
は
検
討
の
劉
象
と
し
な
い
。

④

小
島
淑
男
の

一
連
の
研
究
、
と
く
に
「
辛
亥
革
命
前
後
に
お
け
る
蘇
州

府
の
農
村
社
舎
と
農
民
闘
争
L

(

『近
代
中
園
農
村
社
曾
史
研
究
』
株
式
禽

祉
大
安
、
一

九
六
七
年
、
所
牧
〉
、
森
正
夫
「
明
清
時
代
の
土
地
制
度
」

〈
岩
波
講
座

『世
界
歴
史
』
辺
、

一
九
七

一
年、

所
牧
)
、
鈴
木
智
夫

『近

代
中
園
の
地
主
制
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
、
だ
け
を
掲
げ
る
に
止
め

る
。
ま
た
村
松
祐
次
『
近
代
江
南
の
租
桟
』
東
京
大
祭
出
版
曾、

一
九
七

O
年
、
か
ら
は
示
唆
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

⑤

『
申
報
』
同
治
十
一
年
十

一
月
十
日
、
〈
業
邑
傘
厳
禁
郷
民
易
犯
各
候
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告
示
〉。

さ
ら
に
、
蘇
州
布
政
使
が
光
緒
五
年
に
出
し
た
〈
告
示
〉
は
、

よ
り
詳
細
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
に
掲
げ
て
お
く
(
『
申
報
』
光
絡
五
年

十
一
月
二
十

一
日
、
〈
藩
憲
新
政
〉
)
。

一
不
准
開
設
畑
館
一
不
准
行
用
小
銭
一
不
准
私
鋳
一
不
准
容
留
妓

館
書
寓
一
不
准
関
花
客
寓
一
不
准
開
場
衆
賭
一
不
准
捨
繍
一
不

准
捻
鮮
一
一
小
准
札
紳
仙
一
不
准
婦
女
入
茶
館
一
一
小
准
婦
女
入
廟
焼

香
一
一
小
准
槻
前
飽
馬
一
不
准
梶
徒
怒
空
説
詐

一
不
准
勅
索
搬
家
安

及
勅
加
技
等
事
一
不
准
褒
衆
，
波
事
一

不
准
観
前
沿
街
舞
拳
弄
侵
一

不
准
婦
女
撒
滋
一
一
小
准
向
租
戸
索
取
三
A
l
月
雨
A
1
月
費
一
一
小
准
腐
壇

袋
扮
罪
人
一
一
小
准
把
持
行
市
一
不
准
密
生
勅
生
動
索
重
責
一
不
准

制
酒
罵
街
一
般
寧
台
基
一
般
留
す
私
泉
一
般
掌
訟
提
一
般
撃
水
販

こ
う
し
た
禁
令
は
知
鯨
の
ル
l
テ
ィ
ン
・
ワ
ー
ク
の
経
験
に
基
づ
い
て
作

成
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
を
根
蟻
に
し
て
、
知
鯨
は
、
こ
れ
を
無
視
す
る
欣
況

な
い
し
事
件
が
起
き
る
た
び
ご
と
に
針
隠
す
る
。
知
肘
怖
が
出
し
た
こ
れ

ら
に
関
連
す
る
〈
告
示
〉
に
つ
い
て
二
、
三
見
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、

〈
擬
禁
止
婦
女
入
廟
焼
香
告
示
〉
(
『
申
報
』
同
治
十

一
年
五
月
三
十
日
)
、

〈
擬
禁
止
迎
紳
出
禽
告
示
〉
(同
前
六
月
二
十

一日)、

〈
禁
費
支
牙
人
把
持

生
意
告
示
〉
〈
同
前
六
月
二
十
四
日
)
、

〈
禁
婦
女
扮
犯
摂
舎
告
示
〉
(
同
前

七
月
十
六
日
)
、
〈
厳
禁
緊
賭
告
示
〉
(
同
前
七
月
十
八
日
)
、
〈
厳
禁
訟
提

告
示
〉
(
同
前
七
月
二
十
日
)
、
等
々
、
枚
穆
に
暇
が
な
い
。

@
同
前
同
治
十
二
年
九
月
二
十
八
日
、
〈
記
郷
村
茶
館
褒
賭
姻
燈
小
押
事
〉
。

さ
ら
に
、
明
清
研
究
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
水
利
滋
瓶
事
業
に
つ
い
て
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

⑦

⑤

の

〈
告
示
〉。

な
お
山
根
幸
夫
「
ヨ
晴
恵
全
書』

解
題
」
(
汲
古
書
院
、

一
九
七
三
年
影
印
本
、
所
収
)
を
参
照
。

③

丁

目

昌

『撫
央
公
股
』
巻
二
十
二。

③

間
前
巻
三
十
三
、
〈
通
筋
遁
貼
銀
米
斗
則
告
示
並
於
串
票
内
加
蓋
折
牧

銭
数
紅
叡
〉

⑮
⑪
同
前
記
官
三
十
三
、

〈
蘇
麗
漕
糧
告
示
分
等
行
司
〉

⑫
村
松
紡
衣
前
掲
書
参
照
。

⑬
奈
申
之
前
掲
書
参
照
。

⑬

『申
報
』
光
緒
五
年
十
一
月
二
十
七
日
、

〈
漕
米
定
債
〉

⑮
同
前
光
緒
五
年
十
二
月
八
日
、

〈
豚
署
開
倉
〉

⑮
た
と
え
ば
同
前
向
治
十
三
年
十
一
月
一
二
十
日
、
〈
関
務
冬
漕
議
話
〉
、
ま

た
同
前
光
緒
八
年
七
月
八
日
、

〈
邑
辱
議
話
〉

⑫

同
前
光
緒
五
年
十
一
月
十
八
日
、

〈
揮
期
開
倉
政
漕
一
ポ
〉

⑬
同
前
光
緒
四
年
九
月
二
十
九
日
、
〈
徴
糧
科
則
告
示
〉

⑬
同
前
同
治
十
二
年
十
二
月
七
日
、

〈
業
邑
傘
査
禁
関
倉
積
弊
示
品
醐
並
附

牧
漕
事
宜
告
示〉

③

同

前

光
緒
五
年
十
一
月
二
十
七
日
、

〈
議
催
完
租
告
示
〉

③
さ
ら
に
た
と
え
ば
⑮
の

〈
開
緋
冬
漕
議
話
〉
を
参
照
せ
よ
。

②
同
前
同
治
十
一
年
十
一
月
四
日
、

〈
邑
晶
持
論
完
奥
曾
書
院
佃
糧
告
示〉

@
同
前
光
緒
三
年
十
二
月
五
日
、

〈
比
佃
隠
俗
〉

@
た
と
え
ば
同
前
向
治
十
一

年
十
月
二
十
七
日
、

〈
糧
道
憲
通
行
在
完
綬

佃
告
示
〉
を
参
照
せ
よ
。

③
同
前
向
治
十
一
年
十
一
月
六
日
、

〈邑
傘
嫁
菓
令
各
佃
妊
緊
納
租
告
示
〉

⑧
「
援
菓
」
な
い
し
「
嬢
報
」

に
よ
る

〈
告
示
〉
は
、
知
豚
の
出
す

〈
告

示
〉
の
な
か
で
は
割
に
多
い
よ
う
で
あ
る。

そ
の
形
式
は
、

「
菓
稽
」
の

内
容
に
つ
い
て
「
批
一
ホ
(許
可
)
」
し
、
そ
の
う
え
で
こ
れ
を

全
豚
あ
る

い
は
嘗
該
階
層
あ
る
い
は
嘗
該
闘
墜
に
普
遍
化
し
、
い
わ
ば
規
範
化
せ
ん
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と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
菓
」
は
連
名
で
出
さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

あ
る
が
、
た
と
え
ば

『
隻
鰹
編
』
(『近
代
史
資
料
』
徳
三
四
鏡
、

所
収
)

に
は
、
一
戸
の
地
主
が
一
戸
の
佃
農
に
つ
い
て
、
知
豚
の
剣
断
を
求
め
て

い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

@
な
お
鄭
雲
特

『中
園
救
荒
史
』
一
一
一
聯
書
庖
、
一
九
五
八
年
。
さ
ら
に
森

正
夫
三
六
|
一
八
世
紀
に
お
け
る
荒
政
と
地
主
佃
戸
関
係
」
『
東
洋
史

研
究
』
二
七
巻
四
続
、
一
九
六
九
年
、
を
参
照。

③
『
申
報
』
光
緒
八
年
六
月
十
一
日
、

〈
郷
民
報
災
〉

③
同
前
光
緒
六
年
九
月
十
五
日
、
〈
ロ
巴
傘
勘
稲
〉

③
同
前
光
絡
六
年
九
月
十
九
日
、
〈
勘
験
掻
傷
〉

⑪
同
前
光
緒
六
年
十
月
二
十
五
日
、

〈
完
租
観
望
〉

②
同
前
光
絡
六
年
十
月
二
十
九
日
、
〈
頑
佃
控
業
〉
。
な
お
こ
の
斜
に
つ
い

て
は
、
同
じ
光
緒
六
年
二
月
十
日
附
で
江
蘇
巡
撫
が
元
和
豚
に
出
し
た

コ
冗
和
豚
永
禁
私
用
大
斜
枚
取
佃
租
及
散
給
由
皐
役
費
碑
」
(
『
江
蘇
省
明

清
以
来
碑
刻
資
料
選
集
』
一
一
一
聯
書
庖
、
一
九
五
九
年
、
所
牧
〉
が
あ
る
。

ま
た
小
島
前
掲
論
文
、
一
一
一
一
七
頁
参
照
。

@
同
前
光
緒
三
年
九
月
二
十
七
日
、

〈
分
別
勘
災
〉

@
同
前
光
絡
三
年
十
一
月
二
十
日
、
〈
姑
蘇
近
開
〉

③
同
前
同
治
十
二
年
間
六
月
十
日
、
〈
寧
波
荒
皐
情
形
及
郵
豚
主
将
換
事
〉

骨
@
同
前
向
治
十
二
年
間
六
月
十
三
日
、
〈
寧
波
告
荒
情
事
〉
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
呈
詞
」
さ
ら
に
「
批
示
」
は
、
「
常
例
と
し
て
、

街

署
の
呈
詞
、
批
示
は
、
つ
ね
に
書
吏
の
抄
患
に
由
り
、
頭
門
〈
前
門
)
に

渡
貼
し
、
以
て
民
聞
の
観
覧
に
便
す
」
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

賓
際

357 

に
は
書
吏
が
故
意
に
遅
延
し
た
り
、
遺
漏
し
た
り
す
る
の
で
、

「批
語

〈
批
一
ホ
の
内
容
と
を
見
ょ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
書
吏
に
金
を
つ
か
ま
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
貧
で
あ
っ
た
、
と
い
う
(
『
申
報
』
光
緒
二
年

十
一
月
二
十
七
日
、
〈
粉
板
懸
批
〉〉。

⑧

③

の

〈
分
別
勘
災
〉

⑧
同
前
光
緒
三
年
十
月
一
目
、
〈
報
突
求
准
〉

@
同
前
向
治
十
三
年
十
月
四
日
、

〈ロ巴
隼
耳目
省
公
出
〉

@
同
前
光
緒
二
年
二
月
二
十
日
、

〈
邑
傘
公
出〉

@

同

前

光
緒
六
年
九
月
二
十
九
日
、

〈
邑
傘
勤
災
〉

⑬
同
前
光
緒
八
年
六
月
十
六
日
、

〈
湖
西
荒
象
〉
。
な
お
「
詳
文
」
に
つ

い
て
は
、

『一隅恵
全
書
』
巻
五
、

〈
詳
文
資
設
〉
を
参
照
。

⑭
同
前
光
絡
三
年
五
月
三
十
日
、
〈
論
勘
災
〉

@
同
前
光
緒
三
年
十
月
九
日
、
〈
呉
豚
験
災
〉

⑬
同
前
光
緒
三
年
十
月
十
三
日
、

〈
牧
租
譲
災
〉

@

同
前
光
緒
三
年
十
月
二
十
九
日
、
〈
菓
請
迫
租
〉

⑬

同

前

光
緒
三
年
十
二
月
十
二
日
、
〈
臭
中
近
事
〉

@
間
前
光
緒
四
年
一
月
二
十
四
日
、

〈
殴
死
佃
戸
〉

@
同
前
光
絡
二
年
十
二
月
十
三
日
、
〈
書
本
報
窮
佃
可
倒
後
〉

@
同
前
光
緒
八
年
四
月
二
十
五
日
、
〈
書
文
御
史
奏
疏
後〉

@

市

古

宙
三
「
郷
紳
と
辛
亥
革
命
」
(
同
『
近
代
中
園
の
政
治
と
社
禽
』

東
京
大
星
出
版
舎
、

一
九
七
一
年
、

所
枚
)
を
参
照
。

@

拙

稿

「
清
末
の
圏
家
と
民
衆
」
(
歴
史
拳
研
究
曾
一
九
七
八
年
度
大
舎

報
告
)
は
、
こ
う
し
た
見
通
し
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
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resulted in the founding of the Chen‘k'ou 漢□Watergate at its mouth in

the sixteenth year of this period (1588) by Ch'ang Chii-ching 常居敬.

But the silting up of the Yellow River at the Chen-k'ou Watergate, as

before, could not be prevented, and it was not until the Chia River 湖水

was dug in Wan-li 32 (1604) that grain transport no longer met with

these di伍culties｡

　　

Furthermore, one has to note that ships passing Hsii-chou were rest-

ricted by the established custom known as the“feiｔｏ一ｈｕｎｇ
ｊｗ一訪α過洪入閣”

limit、“Ｋ-ＵＯ-ｈｕｎｇ”(passingthe high waters) meant to pass the ＨsＵ･

chou-hung徐州洪, and “iｕ-ｃｈａ”(entering the Cha) meant to enter the

Ｃｈａ･ts'ao.In the sixth year of the Lung-ch'ing period (1572) the last

day of the third month was designated ａ time limit, and its importance

lay in the fact that the transport boats were hard pressed to reach this

point before the waters of the Yellow River swelled up.

LANDTAX, RENT AND THE LOCAL MAGISTRATES

　

The Example of Early Modem Chiang-nan（江南）

　　　　　　　　　

Takahashi Kosuke

　　

The district magisｔｉａｔｅ(chih-hｓｉｅｎ知蒜) was ａ so-called “magistrate

to herd the people ”（ｍＭ-miルliｕａｎ牧民官), an official“in charge of the

seal”（ｃｈｅｎｇ･ｙin-ｋｕａｎ正印官）ofthe rank 7A正七品，ａ title which was

created at the very end of the period of absolute control by the Ch'ing 清一

In this article the local government by the magistrates in Chiang-nan

江南during the ｅａｒlymodern period is investigated.

　　

Chiang-nan

　

was

　

ａ region where the landlordsystem―the landlord-

tenant-relationship―was clearly developed. The so-called“ xvan-tか,z k'ang-

お“頑佃抗租”phenomenon, i. e. the " stubborn tenants who refused to pay

the rent ” became more and more prevalent. The landlords attempted to

collect rents and arrears employing the power of the magistrates.　The view

was taken that magistrates would protect the interests of the landlords

in this way, since both in reality and principle, the collection of land tａχ

was dependent on the payment of rent. This two-tier system was described

in the following way :“ the tａχcomes from rent, and the rent comes from
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the tenant.”

　　

Studies on this area have tended to stress this aspect―the way in

which the magistrates protected the landlords' interests, while neglecting

to discuss their responses to the tenants' demands. In fact,however, the

tenants made demands on the magistrate for controlson the levels of rent

set by landlords. It is clear that in cases where magistrates responded to

these demands, whether passively or formally, the tenants would often

use this as ａ pretext for resisting the landlords｡

　　

The prevailing view of the role of the magistrates―as the public

authority,“accepting the people as his sons, and abhorring evil as his

enemy ”，meant that they could not put the tenants' problems aside｡

　　

This

　

articleｅχamines　some of the functions of these magistrates,

especiallyin the area of tａχand rent collection,in a preliminary attempt

to confirm the above points.

THE RCM SALTANAT AFTER THE MONGOL

　　　　　　　　　　　

INVASION

ITANI Kozo

　　　

After the invasion of Rum by Bayju Nuyan in A.D. 1243 (the battle

of Kose Dagh) the Rum Saltanat surrendered （が）tｏ the Mongols, but

did not come under their direct control. According to the accounts of Ibn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
Bibi, Aqsarayl, the anonymous Ta'rlkh-i Al-i Saljuq and Bar Hebraeus

which are the most important sources regarding the Rum Saltanat, the

following facts are clear.　From 1243 t0 1249 a man called ｓａｈｉｈShams

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丿

　

●
al-Dln Isfahan!, who had become ｈａｋｉｍunder the auspices of Sayin Ｗｉａｎ

(Batu) in the Qifchaqsteppe, reigned in Rum with despotic power. After

the sa今治was ｅχecuted by order of the Great Khan Guyuk in 1249, the

supporters oi ｓｕltａｎ　'Izzal-Din Kay-kawus II, who had twice rejected

challenges for the ｓｕltａｎ-shipby the latter's younger brother Rukn al-Dln

Qilich Arslan IV, took the administration of the Saltanat into their own

hands and strived to secure the independence　of the national administ-

ration.

　　　

However, in 1256 Bayju again invaded Rum, in conjunction with the
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